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　　文化財関係研修の実施

中近世城郭調査課程

　2002年 9月 26日～10月 3日実施の同課程は、北

は秋田、南は鹿児島から総数 21名の研修生が受講

しました。実質僅か5日間の研修ですが、城郭の発

掘から整備にいたる総合的な研究の現状と城郭調査

の方法論の理解を目指し、少し欲張って諸分野の先

生方 15人を講師にお招きしました。また今回、城

郭の発掘調査の実際を理解して貰うために、各地の

城郭の発掘調査ケーススタディと城郭付属遺構調査

方法論を重視したカリキュラムを組みました。

　研修生の反応は概ね好評でしたが、彼らの多くは

考古学専攻で、専門以外の分野からの城郭研究、特

に文献史学に関する講義に関心が非常に高く好評で

あった一方、各地の個々のケーススタディよりも基

本的な城郭の考古学的発掘調査方法論（マニュアル）

や実際の城郭遺跡での臨地講義を望む声が多くあり

ました。研修期間、講義構成など反省すべき点多々

ありますが、今後の研修に生かしたいと思っていま

す。　　　　　　　（埋蔵文化財センター　巽淳一郎）

発掘技術者研修「交通遺跡調査課程」

　2002 年 10 月 23 日～ 30 日（８日間）の研修は、

近年検出例が増加している道路遺構の構造や発掘調

査上の留意点を習得してもらうとともに、古代の水

陸交通体系やその諸施設に関わる専門的知識を身に

つけてもらい、交通関係遺跡・遺構をどう位置づけ

るかという糸口を得てもらうことを目的としたもの

で、今回初めて企画した研修で、かなり特殊な限定

的な内容の研修でしたが、16名が受講しました。

　カリキュラムには、「道路遺構の構造と調査上の

留意点」「郡衙遺跡と交通」、北陸や関東・九州の事

例報告などの考古学サイドの講義とともに、「古代

の交通システム概論」「歴史地理学と交通路」など

文献史学・歴史地理学という関連分野からの講義を

も加え、また、座学ばかりでなく、兵庫県龍野市小

犬丸遺跡や上郡町落地遺跡という山陽道駅家跡の現

地に出かけた臨地講義も組み入れました。

　研修生はそれぞれ交通遺跡の調査研究に関心を持

って参加しただけに、熱心な受講態度でした。

　研修内容は、少し時間の足らなかった講義もあり

ましたが、有意義との評価を得ました。とくに、山

陽道駅家跡の遺跡現地にバスで出かけ、古代山陽道

の路線をたどったり、遺跡の立地や現地に残る基壇

や築地塀の痕跡とみられる土塁などを観察したこと

は、駅家の構造や官道のあり方を理解する上で大変

大きな収穫であったと好評でした。

 　　　　　　　　（埋蔵文化財センター　山中敏史）

　　　

　　観光と遺跡
　

　「観光」という言葉から皆さんが思い浮かべるイ

メージはどのようなものでしょうか。日常生活から

離れて解放的な気分の下で遊覧を楽しむ、といった

イメージの方も多いのではないでしょうか。観光研

究者の最大公約数的な定義は、堅苦しい表現ですが

「通常居住地域を一時的に離れ、非日常的で好まし

い空間と時間を消費（享受）すること」といったと

ころです。蛇足ながら、こうした空間と時間の消費

が観光者（「観光客」）自身の活力再生産の源になる

ことは言うまでもありません。

　ところで、観光地は、それ自体が観光の対象とな

る「観光資源」だけでは成立しません。魅力的な観

光地であるためには、優れた観光資源の存在ととも

に、交通機関も含めた観光資源を利用するための良

好な「観光施設」の存在が不可欠です。俗にアゴ

（食事）アシ（交通）マクラ（宿泊）といわれますが

（実はその前にイノチ（治安）がある）、交通の便が

悪くなく、良好な宿泊施設と飲食施設が備わり、か

つそれらの施設におけるサービスが適正な対価で提

供されることが必要というわけです。

　遺跡は観光資源としての資質を備えています。遺

跡は現在から時間的に隔たった空間を残す場所であ

り、そうした意味で非日常的な空間であるからです。

したがって、遺跡を観光資源として活用するという
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　　　落地遺跡での臨地講義


